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とりまとめた資料-1 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 差異理由 

    

 

比較結果等をとりまとめた資料 

１．先行審査実績等を踏まえた泊３号炉まとめ資料の変更状況(2017 年 3 月以降) 

1-1）設計方針・運用・体制などを変更し，まとめ資料を修正した箇所と理由 

a. 大飯３／４号炉まとめ資料と比較した結果，変更したもの ：なし 

b. 女川２号炉まとめ資料と比較した結果，変更したもの ：なし 

c. 他社審査会合の指摘事項等を確認した結果，変更したもの ：なし 

d. 当社が自主的に変更したもの     ：なし 

1-2）設計方針・運用・体制を変更するものではないが，まとめ資料の記載の充実を行った箇所と理由 

a. 大飯３／４号炉まとめ資料と比較した結果，変更したもの ：なし 

b. 女川２号炉まとめ資料と比較した結果，変更したもの ：なし 

  ・実質的な内容に相違が無いことから，資料構成を反映し変更。 

c. 他社審査会合の指摘事項等を確認した結果，変更したもの ：なし 

d. 当社が自主的に変更したもの     ：なし 

2．女川２号炉まとめ資料との比較結果の概要 

2-1）体制の相違 

・核物質防護に関する緊急時の体制図について，組織，構成が異なる。【比較表 P.7-7】 

組織に相違があるものの，緊急時に体制を構築し対応を行う点は同等である。 

2-2）設備の相違 

・監視装置のうち泊発電所にない設備の記載なし。【比較表 P.7-12】 

設備構成に相違があるものの，見張人の詰所にて監視装置による監視を行う点は同等である。 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 差異理由 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 差異理由 

 

＜概 要＞ 

 

１．において、設計基準対象施設の設置許可基準規則、技術基準規

則の追加要求事項を明確化するとともに、それら要求に対する大飯

発電所３号炉及び４号炉における適合性を示す。 

 

２．において、設計基準対象施設について、追加要求事項に適合す

るために必要となる機能を達成するための設備又は運用等について

説明する。 

 

３．において、追加要求事項に適合するための技術的能力（手順等）

を抽出し、必要となる運用対策等を整理する。 

 

＜ 概 要 ＞ 

 

１．において，設計基準事故対処設備の設置許可基準規則，技術基準

規則の追加要求事項を明確化するとともに，それら要求に対する女川

原子力発電所２号炉における適合性を示す。 

 

２．において，設計基準事故対処設備について，追加要求事項に適合

するために必要となる機能を達成するための設備又は運用等について

説明する。 

 

３．において，追加要求事項に適合するための運用，手順等を抽出

し，必要となる運用対策等を整理する。 

 

＜概 要＞ 

 

１．において，設計基準対象施設の設置許可基準規則，技術基準規則

の追加要求事項を明確化するとともに，それら要求に対する泊発電所

３号炉における適合性を示す。 

 

２．において，設計基準対象施設について，追加要求事項に適合する

ために必要となる機能を達成するための設備又は運用等について説明

する。 

 

３．において，追加要求事項に適合するための技術的能力（手順等）

を抽出し，必要となる運用対策等を整理する。 

 

 

 

■用語定義に基づく

記載適正化 

■設備名称の相違 

 

■用語定義に基づく

記載適正化 

 

 

■記載表現の相違 

他条文との記載の

横並び 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 差異理由 

１．基本方針 

1.1 要求事項の整理 

発電用原子炉施設への人の不法な侵入等の防止について、設置

許可基準規則第７条及び技術基準規則第９条において、追加要求

事項を明確化する（表１）。 

 

 

 

１．基本方針 

1.1 要求事項の整理 

発電用原子炉施設への人の不法な侵入等の防止について，設置

許可基準規則第７条及び技術基準規則第９条において，追加要求

事項を明確化する。 

設置許可基準規則第７条及び技術基準規則第９条の要求事項

を，第1.1－1 表に示す。 

 

 

 

 

 

１．基本方針 

1.1 要求事項の整理 

発電用原子炉施設への人の不法な侵入等の防止について，設置

許可基準規則第７条及び技術基準規則第９条において，追加要求

事項を明確化する。 

設置許可基準規則第７条及び技術基準規則第９条の要求事項

を，表１に示す。 

 

 

 

 

【大飯】 

■記載表現の相違 

（女川に記載統一） 

 

■記載表現の相違 

（付番の相違） 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 差異理由 

1.2 追加要求事項に対する適合性（手順等含む） 

（１）位置、構造及び設備 

 

（３） その他の主要な構造 

（ｉ） 本発電用原子炉施設は、（１）耐震構造、（２）耐

津波構造に加え、以下の基本的方針のもとに安全設計を

行う。 

ａ．設計基準対象施設 

（ｂ） 発電用原子炉施設への人の不法な侵入等の防止 

発電用原子炉施設への人の不法な侵入を防止するた

めの区域を設定し、人の容易な侵入を防止できる柵、

鉄筋コンクリート造りの壁等の障壁によって防護し

て、点検、確認等を行うことにより、接近管理及び出

入管理を行える設計とする。 

 

また、探知施設を設け、警報、映像監視等、集中監

視するとともに、外部との通信連絡を行う設計とす

る。さらに、防護された区域内においても、施錠管理

により、発電用原子炉施設及び特定核燃料物質の防護

のために必要な設備又は装置の操作に係る情報システ

ムへの不法な接近を防止する設計とする。 

 

発電用原子炉施設に不正に爆発性又は易燃性を有す

る物件その他人に危害を与え、又は他の物件を損傷す

るおそれがある物件の持込み（郵便物等による発電所

外からの爆破物及び有害物質の持込みを含む。）を防

止するため、持込み点検を行うことができる設計とす

る。 

不正アクセス行為（サイバーテロを含む。）を防止

するため、発電用原子炉施設及び特定核燃料物質の防

護のために必要な設備又は装置の操作に係る情報シス

テムが、電気通信回線を通じた不正アクセス行為を受

けることがないように、当該情報システムに対する外

部からのアクセスを遮断する設計とする。 

 

【説明資料（2.1～2.5：P2-7-11～16）】 

1.2 追加要求事項に対する適合性 

(1)位置，構造及び設備 

ロ 発電用原子炉施設の一般構造 

(3) その他の主要な構造 

(ⅰ) 本発電用原子炉施設は，(1)耐震構造，(2)耐津波構造

に加え，以下の基本的方針のもとに安全設計を行う。 

 

a. 設計基準対象施設 

(b) 発電用原子炉施設への人の不法な侵入等の防止 

発電用原子炉施設への人の不法な侵入を防止するた

めの区域を設定し，核物質防護対策として，その区域

を人の容易な侵入を防止できる柵，鉄筋コンクリート

造りの壁等の障壁によって区画して，巡視，監視等を

行うことにより，侵入防止及び出入管理を行うことが

できる設計とする。 

また，探知施設を設け，警報，映像等を集中監視す

るとともに，核物質防護措置に係る関係機関等との通

信連絡を行うことができる設計とする。さらに，防護

された区域内においても，施錠管理により，発電用原

子炉施設及び特定核燃料物質の防護のために必要な設

備又は装置の操作に係る情報システムへの不法な侵入

を防止する設計とする。 

発電用原子炉施設に不正に爆発性又は易燃性を有す

る物件その他人に危害を与え，又は他の物件を損傷す

るおそれがある物件の持込み（郵便物等による発電所

外からの爆破物及び有害物質の持込みを含む。）を防

止するため，核物質防護対策として，持込み点検を行

うことができる設計とする。 

不正アクセス行為（サイバーテロを含む。）を防止

するため，核物質防護対策として，発電用原子炉施設

及び特定核燃料物質の防護のために必要な設備又は装

置の操作に係る情報システムが，電気通信回線を通じ

た不正アクセス行為（サイバーテロを含む。）を受け

ることがないように，当該情報システムに対する外部

からのアクセスを遮断する設計とする。 

 

1.2 追加要求事項に対する適合性 

（１）位置，構造及び設備 

ロ，発電用原子炉施設の一般構造 

（3）その他の主要な構造 

（ⅰ）本発電用原子炉施設は，(1)耐震構造，(2)耐津波構造

に加え，以下の基本的方針のもとに安全設計を行う。 
 

ａ．設計基準対象施設 

（b）発電用原子炉施設への人の不法な侵入等の防止 

発電用原子炉施設への人の不法な侵入を防止するた

めの区域を設定し，核物質防護対策として，その区域

を人の容易な侵入を防止できる柵，鉄筋コンクリート

造りの壁等の障壁によって区画して，巡視，監視等を

行うことにより，侵入防止及び出入管理を行うことが

できる設計とする。 

また，探知施設を設け，警報，映像等を集中監視す

るとともに，核物質防護措置に係る関係機関等との通

信連絡を行うことができる設計とする。さらに，防護

された区域内においても，施錠管理により，発電用原

子炉施設及び特定核燃料物質の防護のために必要な設

備又は装置の操作に係る情報システムへの不法な侵入

を防止する設計とする。 

発電用原子炉施設に不正に爆発性又は易燃性を有す

る物件その他人に危害を与え，又は他の物件を損傷す

るおそれがある物件の持込み（郵便物等による発電所

外からの爆破物及び有害物質の持込みを含む。）を防

止するため，核物質防護対策として，持込み点検を行

うことができる設計とする。 

不正アクセス行為（サイバーテロを含む。）を防止

するため，核物質防護対策として，発電用原子炉施設

及び特定核燃料物質の防護のために必要な設備又は装

置の操作に係る情報システムが，電気通信回線を通じ

た不正アクセス行為（サイバーテロを含む。）を受け

ることがないように，当該情報システムに対する外部

からのアクセスを遮断する設計とする。 

【説明資料（2.1～2.6：P7条-9～11）】 

【大飯】 

■記載表現の相違 

（女川に記載統一） 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 差異理由 

（２）安全設計方針 

１．安全設計 

1.1 安全設計の方針 

1.1.1 安全設計の基本方針 

1.1.1.5 人の不法な侵入等の防止 

（１）設計方針 

発電用原子炉施設への人の不法な侵入を防止するための

区域を設定し、人の容易な侵入を防止できる柵、鉄筋コンク

リート造りの壁等の障壁によって防護して、点検、確認等を

行うことにより、接近管理及び出入管理を行える設計とす

る。 

また、探知施設を設け、警報、映像監視等、集中監視する

とともに、外部との通信連絡を行う設計とする。さらに、防

護された区域内においても、施錠管理により、発電用原子炉

施設及び特定核燃料物質の防護のために必要な設備又は装

置の操作に係る情報システムへの不法な接近を防止する設

計とする。 

【説明資料（2.1：P2-7-11）（2.2：P2-7-11,12）

（2.3：P2-7-13,14）】 

 

発電用原子炉施設に不正に爆発性又は易燃性を有する物

件その他人に危害を与え、又は他の物件を損傷するおそれが

ある物件の持込み（郵便物等による発電所外からの爆破物及

び有害物質の持込みを含む。）を防止するため、持込み点検

を行うことができる設計とする。 

【説明資料(2.1：P2-7-11)(2.2：P2-7-11,12 ) 

(2.4： P2-7-15)】 

 

不正アクセス行為（サイバーテロを含む。）を防止するた

め、発電用原子炉施設及び特定核燃料物質の防護のために必

要な設備又は装置の操作に係る情報システムが、電気通信回

線を通じた不正アクセス行為を受けることがないように、当

該情報システムに対する外部からのアクセスを遮断する設

計とする。 

 

【説明資料(2.1： P2-7-11)(2.5： P2-7-16）】 

 

（２）体制 

発電用原子炉施設への人の不法な侵入等を防止するた

め、法律に基づき核物質防護管理者を選任し、所長のもと、

核物質防護管理者が核物質防護に関する業務を統一的に管

理する体制を整備する。 

 

人の不法な侵入等が行われるおそれがある場合又は行わ

れた場合に備え、核物質防護に関する緊急時の対応体制を

整備する。 

(2) 安全設計方針（手順書等含む。） 

1. 安全設計 

1.1 安全設計の方針 

1.1.1 安全設計の基本方針 

1.1.1.5 人の不法な侵入等の防止 

(1) 設計方針 

発電用原子炉施設への人の不法な侵入を防止するための

区域を設定し，核物質防護対策として，その区域を人の容易

な侵入を防止できる柵，鉄筋コンクリート造りの壁等の障壁

によって区画して，巡視，監視等を行うことにより，侵入防

止及び出入管理を行うことができる設計とする。 

また，探知施設を設け，警報，映像等を集中監視するとと

もに，核物質防護措置に係る関係機関等との通信連絡を行う

ことができる設計とする。さらに，防護された区域内におい

ても，施錠管理により，発電用原子炉施設及び特定核燃料物

質の防護のために必要な設備又は装置の操作に係る情報シ

ステムへの不法な侵入を防止する設計とする。 

 

 

 

発電用原子炉施設に不正に爆発性又は易燃性を有する物

件その他人に危害を与え，又は他の物件を損傷するおそれが

ある物件の持込み（郵便物等による発電所外からの爆破物及

び有害物質の持込みを含む。）を防止するため，核物質防護対

策として，持込み点検を行うことができる設計とする。 

 

 

 

不正アクセス行為（サイバーテロを含む。）を防止するた

め，核物質防護対策として，発電用原子炉施設及び特定核燃

料物質の防護のために必要な設備又は装置の操作に係る情

報システムが，電気通信回線を通じた不正アクセス行為（サ

イバーテロを含む。）を受けることがないように，当該情報

システムに対する外部からのアクセスを遮断する設計とす

る。 

 

 

(2) 体制 

発電用原子炉施設への人の不法な侵入等を防止するた

め，核物質防護対策として，「核原料物質、核燃料物質及び

原子炉の規制に関する法律」に基づき核物質防護管理者を

選任し，所長の下，核物質防護管理者が核物質防護に関す

る業務を統一的に管理する体制を整備する。 

人の不法な侵入等が行われるおそれがある場合又は行わ

れた場合に備え，核物質防護に関する緊急時の対応体制を

整備する。 

（２）安全設計方針（手順書等含む。） 

1.安全設計 

1.1 安全設計の方針 

1.1.1 安全設計の基本方針 

1.1.1.5 人の不法な侵入等の防止 

(1) 設計方針 

発電用原子炉施設への人の不法な侵入を防止するための

区域を設定し，核物質防護対策として，その区域を人の容易

な侵入を防止できる柵，鉄筋コンクリート造りの壁等の障壁

によって区画して，巡視，監視等を行うことにより，侵入防

止及び出入管理を行うことができる設計とする。  

また，探知施設を設け，警報，映像等を集中監視するとと

もに，核物質防護措置に係る関係機関等との通信連絡を行う

ことができる設計とする。さらに，防護された区域内におい

ても，施錠管理により，発電用原子炉施設及び特定核燃料物

質の防護のために必要な設備又は装置の操作に係る情報シ

ステムへの不法な侵入を防止する設計とする。 

【説明資料(2.1～2.3：P7条-9,10)】 

 

 

発電用原子炉施設に不正に爆発性又は易燃性を有する物

件その他人に危害を与え，又は他の物件を損傷するおそれが

ある物件の持込み（郵便物等による発電所外からの爆破物及

び有害物質の持込みを含む｡）を防止するため，核物質防護対

策として，持込み点検を行うことができる設計とする。 

【説明資料(2.1：P7条-9) (2.5：P7条-11)】 

 

 

不正アクセス行為（サイバーテロを含む。）を防止するた

め，核物質防護対策として，発電用原子炉施設及び特定核燃

料物質の防護のために必要な設備又は装置の操作に係る情

報システムが，電気通信回線を通じた不正アクセス行為（サ

イバーテロを含む。）を受けることがないように，当該情報

システムに対する外部からのアクセスを遮断する設計とす

る。 

【説明資料(2.1：P7条-9)(2.6：P7条-11)】 

 

(2) 体制 

発電用原子炉施設への人の不法な侵入等を防止するた

め，核物質防護対策として，「核原料物質、核燃料物質及び

原子炉の規制に関する法律」に基づき核物質防護管理者を

選任し，所長の下，核物質防護管理者が核物質防護に関す

る業務を統一的に管理する体制を整備する。 

人の不法な侵入等が行われるおそれがある場合又は行わ

れた場合に備え，核物質防護に関する緊急時の対応体制を

整備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

■記載表現の相違 

（女川に記載統一） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＤＢ基準適合性 比較表 
第７条 発電用原子炉施設への人の不法な侵入等の防止 

7-6 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 差異理由 

核物質防護に関する緊急時の組織体制を、第 1.1.1.1 図

に示す。 

 

（３）手順等 

ａ．発電用原子炉施設への人の不法な侵入等のうち、不正アク

セス行為を防止することを目的に、発電用原子炉施設及び特

定核燃料物質の防護のために必要な設備又は装置の操作に

係る情報システムにおいて、電気通信回線を通じた外部から

のアクセス遮断措置を実施する。 

 

・外部からのアクセス遮断措置については、手順を整備し、

的確に実施する。 

・外部からのアクセス遮断措置に係る設備の機能を維持す

るため、適切に保守管理を実施するとともに、必要に応じ

補修を行う。 

・外部からのアクセス遮断措置に係る教育を定期的に実施

する。 

ｂ．発電用原子炉施設への人の不法な侵入等のうち、不正アク

セス行為を防止することを目的に、発電用原子炉施設及び特

定核燃料物質の防護のために必要な設備又は装置の操作に

係る情報システムにおいて、接近管理及び出入管理を実施す

る。接近管理及び出入管理は、区域の設定、人の容易な侵入

を防止できる柵、鉄筋コンクリート造りの壁等による防護、

探知施設による集中監視、外部との通信連絡、物品の持込み

点検並びに警備員による監視及び巡視を行う。 

 

・接近管理及び出入管理については、手順を整備し、的確に

実施する。 

・接近管理及び出入管理に係る設備の機能を維持するため、

適切に保守管理を実施するとともに、必要に応じ補修を行

う。 

・接近管理及び出入管理に係る教育を定期的に実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

核物質防護に関する緊急時の組織体制を第 1.1－1 図に

示す。 

 

(3) 手順等 

a. 発電用原子炉施設への人の不法な侵入等のうち，不正アク

セス行為（サイバーテロを含む。）を防止することを目的に，

発電用原子炉施設及び特定核燃料物質の防護のために必要

な設備又は装置の操作に係る情報システムにおいて，核物質

防護対策として，電気通信回線を通じた外部からのアクセス

遮断措置を実施する。 

・外部からのアクセス遮断措置については，予め手順を整備

し，的確に実施する。 

・外部からのアクセス遮断措置に係る設備の機能を維持す

るため，保守の計画に基づき適切に保守管理，点検を実施

するとともに，必要に応じ補修を行う。 

・外部からのアクセス遮断措置に係る教育を定期的に実施

する。 

b. 発電用原子炉施設への人の不法な侵入等のうち，不正アク

セス行為（サイバーテロを含む。）を防止することを目的に，

発電用原子炉施設及び特定核燃料物質の防護のために必要

な設備又は装置の操作に係る情報システムにおいて，核物質

防護対策として，侵入防止及び出入管理を実施する。侵入防

止及び出入管理は，区域の設定，人の容易な侵入を防止でき

る柵，鉄筋コンクリート造りの壁等による防護，探知施設に

よる集中監視，外部との通信連絡，物品の持込み点検並びに

警備員による監視及び巡視を行う。 

・侵入防止及び出入管理については，予め手順を整備し，的

確に実施する。 

・侵入防止及び出入管理に係る設備の機能を維持するため，

保守の計画に基づき適切に保守管理，点検を実施するとと

もに，必要に応じ補修を行う。 

・侵入防止及び出入管理に係る教育を定期的に実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

核物質防護に関する緊急時の組織体制を，第 1.1.1 図に

示す。 

 

(3) 手順等 

ａ．発電用原子炉施設への人の不法な侵入等のうち，不正アク

セス行為（サイバーテロを含む。）を防止することを目的に，

発電用原子炉施設及び特定核燃料物質の防護のために必要

な設備又は装置の操作に係る情報システムにおいて，核物質

防護対策として，電気通信回線を通じた外部からのアクセス

遮断措置を実施する。 

・外部からのアクセス遮断措置については，予め手順を整備

し，的確に実施する。 

・外部からのアクセス遮断措置に係る設備の機能を維持す

るため，保守の計画に基づき適切に保守管理，点検を実施

するとともに，必要に応じ補修を行う。 

・外部からのアクセス遮断措置に係る教育を定期的に実施

する。 

ｂ．発電用原子炉施設への人の不法な侵入等のうち，不正アク

セス行為（サイバーテロを含む。）を防止することを目的に，

発電用原子炉施設及び特定核燃料物質の防護のために必要

な設備又は装置の操作に係る情報システムにおいて，核物質

防護対策として，侵入防止及び出入管理を実施する。侵入防

止及び出入管理は，区域の設定，人の容易な侵入を防止でき

る柵，鉄筋コンクリート造りの壁等による防護，探知施設に

よる集中監視，外部との通信連絡，物品の持込み点検並びに

警備員による監視及び巡視を行う。 

・侵入防止及び出入管理については，予め手順を整備し，的

確に実施する。 

・侵入防止及び出入管理に係る設備の機能を維持するため，

保守の計画に基づき適切に保守管理，点検を実施するとと

もに，必要に応じ補修を行う。 

・侵入防止及び出入管理に係る教育を定期的に実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■記載表現の相違 

 （付番の相違） 

 

 

 

【大飯】 

■記載表現の相違 

（女川に記載統一） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＤＢ基準適合性 比較表 
第７条 発電用原子炉施設への人の不法な侵入等の防止 

7-7 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■体制の相違 

 組織，構成に相違

があるものの，緊

急時に体制を構築

し対応を行う点は

同等である。 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＤＢ基準適合性 比較表 
第７条 発電用原子炉施設への人の不法な侵入等の防止 

7-8 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 差異理由 

（３）適合性説明 

（発電用原子炉施設への人の不法な侵入等の防止） 

第七条 工場等には、発電用原子炉施設への人の不法な侵入、

発電用原子炉施設に不正に爆発性又は易燃性を有する物件そ

の他人に危害を与え、又は他の物件を損傷するおそれがある

物件が持ち込まれること及び不正アクセス行為（不正アクセ

ス行為の禁止等に関する法律（平成十一年法律第百二十八

号）第二条第四項に規定する不正アクセス行為をいう。第二

十四条第六号において同じ。）を防止するための設備を設け

なければならない。 

 

 

発電用原子炉施設への人の不法な侵入を防止を防止するた

めの区域を設定し、人の容易な侵入を防止できる柵、鉄筋コ

ンクリート造りの壁等の障壁によって防護して、点検、確認

等を行うことにより、接近管理及び出入管理を行える設計と

する。 

 

 

また、探知施設を設け、警報、映像監視等、集中監視する

とともに、外部との通信連絡を行う設計とする。 

 

 

さらに、防護された区域内においても、施錠管理により、

発電用原子炉施設及び特定核燃料物質の防護のために必要な

設備又は装置の操作に係る情報システムへの不法な接近を防

止する設計とする。 

【説明資料(2.1： P2-7-11)(2.2： P2-7-11,12) 

(2.3： P2-7-13,14)】 

 

 

 

 

発電用原子炉施設に不正に爆発性又は易燃性を有する物件

その他人に危害を与え、又は他の物件を損傷するおそれがあ

る物件の持込み（ 郵便物等による発電所外からの爆破物及び

有害物質の持込みを含む。）を防止するため、持込み点検を

行うことができる設計とする。 

【説明資料(2.1： P2-7-11)(2.2： P2-7-11,12 ) 

(2.4： P2-7-15 )】 

 

不正アクセス行為（サイバーテロを含む。）を防止するた

め、発電用原子炉施設及び特定核燃料物質の防護のために必

要な設備又は装置の操作に係る情報システムが、電気通信回

線を通じた不正アクセス行為を受けることがないように、当

該情報システムに対する外部からのアクセスを遮断する設計

(3) 適合性説明 

第七条 発電用原子炉施設への人の不法な侵入等の防止 

工場等には、発電用原子炉施設への人の不法な侵入、発電用

原子炉施設に不正に爆発性又は易燃性を有する物件その他

人に危害を与え、又は他の物件を損傷するおそれがある物

件が持ち込まれること及び不正アクセス行為（不正アクセ

ス行為の禁止等に関する法律（平成十一年法律第百二十八

号）第二条第四項に規定する不正アクセス行為をいう。第

二十四条第六号において同じ。）を防止するための設備を

設けなければならない。 

 

適合のための設計方針 

発電用原子炉施設への人の不法な侵入，郵便物等による発

電所外からの爆発物や有害物質の持込み及び不正アクセス行

為（サイバーテロを含む。）に対し，これを防護するため，核

物質防護対策として以下の措置を講じた設計とする。 

(1) 人の不法な侵入の防止措置 

a. 区域を設定し，区域の境界を物理的障壁により区画し，侵入

防止及び出入管理を行うことができる設計とする。 

b. 探知施設を設け，警報，映像監視等，集中監視する設計とす

る。 

c. 外部との通信連絡設備を設け，関係機関等との通信連絡を行

うことができる設計とする。 

d. 防護された区域内においても，施錠管理により，発電用原子

炉施設及び特定核燃料物質の防護のために必要な設備又は装

置の操作に係る情報システムへの不法な侵入を防止する設計

とする。 

 

 

 

(2) 爆発性又は易燃性を有する物件等の持込みの防止措置 

a. 区域を設定し，区域の境界を物理的障壁により区画し，侵入

防止及び出入管理を行うことができる設計とする。 

b. 区域の出入口において，発電用原子炉施設に不正に爆発性又

は易燃性を有する物件その他人に危害を与え，又は他の物件

を損傷するおそれがある物件の持込み（郵便物等による発電

所外からの爆発物及び有害物質の持込みを含む｡）が行われな

いように物品の持込み点検を行うことができる設計とする。 

 

 

 

(3) 不正アクセス行為（サイバーテロを含む。）の防止措置 

a. 発電用原子炉施設及び特定核燃料物質の防護のために必要な

設備又は装置の操作に係る情報システムについては，電気通

信回路を通じた当該情報システムに対する外部からのアクセ

スを遮断する設計とする。 

（３）適合性説明 

第七条 発電用原子炉施設への人の不法な侵入等の防止 

工場等には、発電用原子炉施設への人の不法な侵入、発電用

原子炉施設に不正に爆発性又は易燃性を有する物件その他

人に危害を与え、又は他の物件を損傷するおそれがある物

件が持ち込まれること及び不正アクセス行為（ 不正アクセ

ス行為の禁止等に関する法律（ 平成十一年法律第百二十八

号） 第二条第四項に規定する不正アクセス行為をいう。第

二十四条第六号において同じ。） を防止するための設備を

設けなければならない。 

 

 適合のための設計方針 
発電用原子炉施設への人の不法な侵入，郵便物等による発

電所外からの爆発物や有害物質の持込み及び不正アクセス行

為（サイバーテロを含む。）に対し，これを防護するため，核

物質防護対策として以下の措置を講じた設計とする。 
(1) 人の不法な侵入の防止措置 

ａ．区域を設定し，区域の境界を物理的障壁により区画し，侵入

防止及び出入管理を行うことができる設計とする。 
ｂ．探知施設を設け，警報，映像監視等，集中監視する設計とす

る。 

ｃ．外部との通信連絡設備を設け，関係機関等との通信連絡を行

うことができる設計とする。 
ｄ．防護された区域内においても，施錠管理により，発電用原子

炉施設及び特定核燃料物質の防護のために必要な設備又は装

置の操作に係る情報システムへの不法な侵入を防止する設計

とする。 

【説明資料(2.1～2.4：P7条-9,10)(2.6：P7条-11)】 

 
 

(2) 爆発性又は易燃性を有する物件等の持込みの防止措置 
ａ．区域を設定し，区域の境界を物理的障壁により区画し，侵入

防止及び出入管理を行うことができる設計とする。 
ｂ．区域の出入口において，発電用原子炉施設に不正に爆発性又

は易燃性を有する物件その他人に危害を与え，又は他の物件

を損傷するおそれがある物件の持込み（郵便物等による発電

所外からの爆発物及び有害物質の持込みを含む。）が行われな

いように物品の持込み点検を行うことができる設計とする。 
【説明資料(2.1～2.2：P7条-9,10)(2.5：P7条-11)】 

 

 

(3) 不正アクセス行為（サイバーテロを含む。）の防止措置 
ａ．発電用原子炉施設及び特定核燃料物質の防護のために必要な

設備又は装置の操作に係る情報システムについては，電気通

信回線を通じた当該情報システムに対する外部からのアクセ

スを遮断する設計とする。 

 

【大飯】 

■記載表現の相違 

（女川に記載統一） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■記載表現の相違 

（表現の統一） 
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とする。 

【説明資料( 2.1： P2-7-11 ) ( 2.5： P2-7-16 ）】 

 

1.3 気象等 

該当なし 

 

1.4 設備等 

 

10.10 構内出入監視装置 

不法な侵入等を防止するため、照明灯、有線通信装置、テレ

ビカメラ、磁気施錠装置等を設ける。 

 

【説明資料(2.1： P2-7-11 )(2.2： P2-7-11,12 )】 

 

 

 

1.3 気象等 

該当なし 

 

1.4 設備等 

10. その他発電用原子炉の附属施設 

10.10 構内出入監視装置 

発電用原子炉施設に対する人の不法な侵入等を防止するた

め，核物質防護対策として，通信連絡設備，監視装置，検知装

置，施錠装置等を設ける。 

 

【説明資料(2.1：P7条-9)(2.6：P7条-11)】 

 

1.3 気象等 

該当なし 

 

1.4 設備等 

10. その他発電用原子炉の附属施設 

10.10 構内出入監視装置 

発電用原子炉施設に対する人の不法な侵入等を防止するた

め，核物質防護対策として，通信連絡設備，監視装置，検知装

置，施錠装置等を設ける。 
【説明資料(2.1～2.4：P7 条-9,10)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

■記載表現の相違 

（女川に記載統一） 
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２．発電用原子炉施設への人の不法な侵入等の防止 

2.1 概要 

人の不法な侵入等を防止するための区域を設定するとともに、人

の容易な侵入を防止できる柵、鉄筋コンクリート造りの壁等の障壁

によって防護し、点検や確認等を行うことにより、接近管理や出入

管理を行える設計とする。 

 

さらに、探知施設を設け、警報、映像監視等、集中監視するとと

もに、外部との通信連絡を行う設計とする。 

 

 

 

 

発電用原子炉施設に不正に爆発性又は易燃性を有する物件その他

人に危害を与え、又は他の物件を損傷する恐れがある物件の持込み

（郵便物等による発電所外からの爆破物や有害物質の持込みを含

む。）については、持込み点検を行うことができる設計とする。 

 

また、不正アクセス行為（サイバーテロを含む。）に対しては、

それを未然に防止するため、発電用原子炉施設及び特定核燃料物質

の防護のために必要な設備又は装置の操作に係る情報システムとし

て、核物質防護に関する文書に規定する情報システムは、電気通信

回線を通じて妨害破壊行為等を受けることがないように、当該情報

システムに対する外部からのアクセスを遮断する設計とする。 

核物質防護対策としてこれらの対策を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．発電用原子炉施設への人の不法な侵入等の防止 

2.1 概要 

発電用原子炉施設への人の不法な侵入（核物質の不法な移動，妨

害破壊行為を含む）を防止するための区域を設定し，核物質防護対

策として，その区域を人の容易な侵入を防止できる柵，鉄筋コンク

リート造りの壁等の障壁によって区画して，巡視，監視等を行うこ

とにより，侵入防止及び出入管理を行うことができる設計とする。 

また，探知施設を設け，警報，映像等を集中監視するとともに，

核物質防護措置に係る関係機関等との通信連絡を行うことができる

設計とする。さらに，防護された区域内においても，施錠管理によ

り，発電用原子炉施設及び特定核燃料物質の防護のために必要な設

備又は装置の操作に係る情報システムへの不法な侵入を防止する設

計とする。 

発電用原子炉施設に不正に爆発性又は易燃性を有する物件その他

人に危害を与え，又は他の物件を損傷するおそれがある物件の持込

み（郵便物等による発電所外からの爆発物及び有害物質の持込みを

含む。）を防止するため，核物質防護対策として，持込み点検を行

うことができる設計とする。 

不正アクセス行為（サイバーテロを含む。）を防止するため，核

物質防護対策として，発電用原子炉施設及び特定核燃料物質の防護

のために必要な設備又は装置の操作に係る情報システムが，電気通

信回線を通じた不正アクセス行為（サイバーテロを含む。）を受け

ることがないように，当該情報システムに対する外部からのアクセ

スを遮断する設計とする。 

発電用原子炉施設への人の不法な侵入等を防止するため，核物質

防護対策として，「核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関

する法律」に基づき核物質防護管理者を選任し，所長の下，核物質

防護管理者が核物質防護に関する業務を統一的に管理する体制を整

備する。人の不法な侵入等が行われるおそれがある場合又は行われ

た場合に備え，核物質防護に関する緊急時の対応体制を整備する。

核物質防護に関する緊急時の組織体制を第 1.1-1 図に示す。 

【説明資料（2.2～2.6：7 条-10～12）】 

 

 

 

 

 

 

 

２．発電用原子炉施設への人の不法な侵入等の防止 

2.1 概要 

発電用原子炉施設への人の不法な侵入（核物質の不法な移動，妨

害破壊行為を含む。）を防止するための区域を設定し，核物質防護対

策として，その区域を人の容易な侵入を防止できる柵，鉄筋コンク

リート造りの壁等の障壁によって区画して，巡視，監視等を行うこ

とにより，侵入防止及び出入管理を行うことができる設計とする。 

また，探知施設を設け，警報，映像等を集中監視するとともに，

核物質防護措置に係る関係機関等との通信連絡を行うことができる

設計とする。さらに，防護された区域内においても，施錠管理によ

り，発電用原子炉施設及び特定核燃料物質の防護のために必要な設

備又は装置の操作に係る情報システムへの不法な侵入を防止する設

計とする。 

発電用原子炉施設に不正に爆発性又は易燃性を有する物件その他

人に危害を与え，又は他の物件を損傷するおそれがある物件の持込

み（郵便物等による発電所外からの爆発物及び有害物質の持込みを

含む。）を防止するため，核物質防護対策として，持込み点検を行

うことができる設計とする。 

不正アクセス行為（サイバーテロを含む。）を防止するため，核

物質防護対策として，発電用原子炉施設及び特定核燃料物質の防護

のために必要な設備又は装置の操作に係る情報システムが，電気通

信回線を通じた不正アクセス行為（サイバーテロを含む。）を受け

ることがないように，当該情報システムに対する外部からのアクセ

スを遮断する設計とする。 

発電用原子炉施設への人の不法な侵入等を防止するため，核物質

防護対策として，「核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関

する法律」に基づき核物質防護管理者を選任し，所長の下，核物質

防護管理者が核物質防護に関する業務を統一的に管理する体制を整

備する。人の不法な侵入等が行われるおそれがある場合又は行われ

た場合に備え，核物質防護に関する緊急時の対応体制を整備する。

核物質防護に関する緊急時の組織体制を第 1.1.1 図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■記載表現の相違 

（括弧内に単語では

なく文章を記載し

た際は綴じ括弧前

に「。」を付ける形

に表現を統一） 

 

【大飯】 

■記載表現の相違 

（女川に記載統一） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■記載表現の相違 
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2.2 区域の設定、持込み物品の点検及び出入管理等 

人の不法な侵入等を防止するため、発電所内に区域を設け、人の

容易な侵入を防止できる柵、鉄筋コンクリート造りの壁等の障壁に

よって区画し、その境界等において、警備員や設備により、点検や

確認等を実施している。また、探知施設、通信連絡設備を設置して

いる。 

具体的には、以下のとおり。(次頁へ) 

 

2.3 区域の境界について 

人の不法な侵入等を防止するため、発電所内に区域を設け、人

の容易な侵入を防止できる柵、鉄筋コンクリート造りの壁等の障

壁によって区画し、その境界（車両ゲート、出入口）等におい

て、警備員、設備により、点検や確認等を実施している。 

 

 

 

 

2.2 区域管理 

2.2.1 物理的障壁による区画 

特定核燃料物質の防護のための区域（以下，「防護区域」とい

う。），その外周に周辺防護区域，さらにその外周に立入制限区域を

設定し，区域の境界を物理的障壁により区画しており，人が侵入す

ることを防止している。 

防護区域の障壁は，鉄筋コンクリート造りその他の堅固な障壁

としている。また，周辺防護区域及び立入制限区域の境界には人が

容易に侵入できないよう柵等を設置している。 

[実用炉規則第 91 条第 2項第 1号，第 2号，第 3号] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 区域管理 

2.2.1 物理的障壁による区画 

特定核燃料物質の防護のための区域（以下，「防護区域」とい

う。），その外周に周辺防護区域，さらにその外周に立入制限区域を

設定し，区域の境界を物理的障壁により区画しており，人が侵入す

ることを防止している。 

防護区域の障壁は，鉄筋コンクリート造りその他の堅固な障壁

としている。また，周辺防護区域及び立入制限区域の境界には人が

容易に侵入できないよう柵等を設置している。 

[実用炉規則第 91 条第 2項第 1号，第 2号，第 3号] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

■記載表現の相違 

（女川に記載統一） 

 

 

 

 

 

【大飯】 

■記載表現の相違 

（文章は設計方針と

同等であり，具体

的な核物質防護情

報は不要と判断し

た） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

泊発電所３号炉 ＤＢ基準適合性 比較表 
第７条 発電用原子炉施設への人の不法な侵入等の防止 

7-12 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 
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(2.2 続き) 

 

（１）立入者の管理 

常時立入者については、その身分及び立入りの必要性を確認の

上、あらかじめ届け出て立入りを認めたことを証明する書面等

（以下「証明書等」という。）を発行し、立入りの間、常に胸部

等の容易に確認できる部位に取り付けさせ、警備員や設備による

本人確認や手荷物の点検等を実施している。 

また、常時立入者以外の者についても、その身分及び立入りの

必要性を確認の上、証明書等を発行し、立入りの際に所持させ、

警備員や設備による本人確認や手荷物の点検等を実施している。

さらに、常時立入者以外の者が、区域に立ち入る場合で、必要な

区域においては、当該区域内において常時立入者を同行させ、防

護のために必要な監督を行わせる。 

なお、必要な箇所には、出入管理のため、ＩＤカード読取装置

を設置している。 

（２）車両の管理 

発電所内で業務を行うために発電所内に立ち入る車両について

は、その立入りの必要性を確認の上、証明書等を発行し、立入り

の際には掲示させ、警備員によって許可車両であることの確認、

車両内部等の点検を実施している。 

発電所内で業務を行うための車両以外の車両については、発電

所内への立入りを原則禁止している。 

 

 

（４）探知施設 

接近管理及び出入管理を効果的に実施するため、監視装置によ

り集中的に監視できる詰所（以下「防護本部」という。）を設け

る。 

区域への人の侵入が確認できる侵入検知器や監視カメラ等の監

視装置により監視するとともに、発電所構内を巡視する。 

 

区域の出入口を施錠するとともに、人の侵入を検知し表示する

ことができる装置を設置する。 

 

特に必要な場合には、監視カメラを用いる等の方法により、常

時監視する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2.2 出入管理 

業務上，常時立ち入ろうとする者（以下，「常時立入者」とい

う。）については，その身分及び立入りの必要性を確認の上，当該

者に立入りを認めたことを証明する書面等（以下，「証明書等」と

いう。）を発行し，立入りの際に所持させ，立入りの間，常に胸部

等の容易に確認できる部位に取り付けさせている。 

常時立入者以外の者については，その身分及び立入りの必要性

を確認の上，当該者に証明書等を発行し，立入りの際に所持さ

せ，立入りの間，常に胸部等の容易に確認できる部位に取り付け

させている。 

常時立入者以外の者が防護区域及び周辺防護区域に立ち入る場

合には，当該区域内において常時立入者を同行させ，防護のため

に必要な監督を行わせている。なお，当該区域の境界にＩＤカー

ド読取装置を設置し，出入管理を行っている。 

業務用の車両として防護区域，周辺防護区域及び立入制限区域

に立ち入る車両については，その立入りの必要性を確認の上，証

明書等を発行し，立入りの際に掲示させている。 

なお，業務用の車両以外の車両の防護区域，周辺防護区域及び

立入制限区域への立入りを原則禁止※している。 

※当該区域に立ち入ることが特に必要な車両であって，特定核燃

料物質の防護上支障がないと認められるものを除く。 

[実用炉規則第 91 条第 2項第 5号，第 6号] 

 

2.3 探知施設 

防護区域，周辺防護区域及び立入制限区域における監視を効果

的に行うため，監視装置による監視をモニター及び大型表示装置

により集中的に行うことのできる見張人の詰所を設けている。 

防護区域，周辺防護区域及び立入制限区域等への人の侵入を確

認することができる侵入検知器や監視カメラ等の監視装置により

監視を行うとともに，当該区域を巡視している。 

防護区域，周辺防護区域及び立入制限区域の出入口を施錠する

とともに，人の侵入を検知し表示することができる装置を設置し

ている。 

特に必要な場合には，監視カメラを用いる等の方法により常時

監視している。 

[実用炉規則第 91 条第 2項第 4号，第 8号，第 11号，第 12号，

第 22号] 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

2.2.2 出入管理 

業務上，常時立ち入ろうとする者（以下，「常時立入者」とい

う。）については，その身分及び立入りの必要性を確認の上，当該

者に立入りを認めたことを証明する書面等（以下，「証明書等」と

いう。）を発行し，立入りの際に所持させ，立入りの間，常に胸部

等の容易に確認できる部位に取り付けさせている。 

常時立入者以外の者については，その身分及び立入りの必要性

を確認の上，当該者に証明書等を発行し，立入りの際に所持さ

せ，立入りの間，常に胸部等の容易に確認できる部位に取り付け

させている。 

常時立入者以外の者が防護区域及び周辺防護区域に立ち入る場

合には，当該区域内において常時立入者を同行させ，防護のため

に必要な監督を行わせている。なお，当該区域の境界にＩＤカー

ド読取装置を設置し，出入管理を行っている。 

業務用の車両として防護区域，周辺防護区域及び立入制限区域

に立ち入る車両については，その立入りの必要性を確認の上，証

明書等を発行し，立入りの際に掲示させている。 

なお，業務用の車両以外の車両の防護区域，周辺防護区域及び

立入制限区域への立入りを原則禁止※している。 

※当該区域に立ち入ることが特に必要な車両であって，特定核燃

料物質の防護上支障がないと認められるものを除く。 

[実用炉規則第 91 条第 2項第 5号，第 6号] 

 

2.3 探知施設 

防護区域，周辺防護区域及び立入制限区域における監視を効果

的に行うため，監視装置による監視をモニターにより集中的に行

うことのできる見張人の詰所を設けている。 

防護区域，周辺防護区域及び立入制限区域等への人の侵入を確

認することができる侵入検知器や監視カメラ等の監視装置により

監視を行うとともに，当該区域を巡視している。 

防護区域，周辺防護区域及び立入制限区域の出入口を施錠する

とともに，人の侵入を検知し表示することができる装置を設置し

ている。 

特に必要な場合には，監視カメラを用いる等の方法により常時

監視している。 

[実用炉規則第 91 条第 2項第 4号，第 8号，第 11号，第 12号，

第 22号] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

■記載表現の相違 

（女川に記載統一） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■設備の相違 

 泊発電所に無い設

備のため記載なし。 

 設備構成に相違が

あるものの，見張人

の詰所にて監視装

置による監視を行

う点は同等である。 
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（５）通信連絡設備 

防護本部に、ＰＨＳ、固定電話を確保し、治安当局への通報連

絡を迅速かつ確実に行うことができるようにする。 

 

 

（３）物品の管理 

区域の出入口において、妨害破壊行為の用に供され得る物品の

持込みが行われないように、警備員により、あらかじめ申請し許

可された物品であることの確認を実施している。また、必要な箇

所においては、金属を探知することができる装置による点検も実

施する。 

 

（６）その他 

放射線管理区域の出入口において、放射性物質が持ち出されて

いないことを設備により確認している。また、使用済燃料の輸送

時には、計画された燃料のみが搬出されていることを社員が確認

している。 

 

 

 

 

2.4 郵便物等の点検 

郵便物等による爆破物又は有害物質の持込みを防止するために、

不審な点等について確認の上、専任の担当者が発電所構内へ配送し

ている。 

具体的には、以下のとおり確認している。 

１．荷物受け取りの際には、配送者等の身分を確認する。 

２．配送先、配送元等に不審な点がないか確認する。 

３．伝票等がある場合は、物品名について確認する。 

４．異音、異臭等の不審な点がないか確認する。（汚れ、液漏

れ等） 

５．不審な点があった場合には、所定の物品検査場所にて、配

送先の担当者立会いのもと、郵便物等を開けて内部の確認を行

う。 

 
 

2.4 通信連絡設備 

見張人の詰所に，ＰＨＳ及び固定電話等を確保し，関係機関等

への通信連絡を迅速かつ確実に行うことができるようにしている。 

 [実用炉規則第 91条第 2項第 22号] 

 

2.5 持込み確認 

防護区域，周辺防護区域及び立入制限区域の出入口において，

発電用原子炉施設に不正に爆発性又は易燃性を有する物件その他

人に危害を与え，又は他の物件を損傷するおそれがある物件の持

込み（郵便物等による発電所外からの爆発物及び有害物質の持込

みを含む。）が行われないように持込み点検を行っている。 

また，必要な区域において，金属を検知することができる装置

を用いて点検を行っている。 

なお，放射線管理区域の出入口において，放射性物質が持ち出

されていないことを設備により確認するとともに，使用済燃料の

輸送時には，計画された燃料のみが搬出されていることを確認し

ている。 

点検において不審と認められる場合には，直ちに関係機関等へ

連絡するとともに，不審物から離隔距離を取る等の必要な措置を

行うこととしている。 

[実用炉規則第 91 条第 2項第 8号] 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4 通信連絡設備 

見張人の詰所に，ＰＨＳ及び固定電話等を確保し，関係機関等

への通信連絡を迅速かつ確実に行うことができるようにしている。 

[実用炉規則第 91 条第 2項第 22 号] 

 

 2.5 持込み確認 

防護区域，周辺防護区域及び立入制限区域の出入口において，

発電用原子炉施設に不正に爆発性又は易燃性を有する物件その他

人に危害を与え，又は他の物件を損傷するおそれがある物件の持

込み（郵便物等による発電所外からの爆発物及び有害物質の持込

みを含む。）が行われないように持込み点検を行っている。 

また，必要な区域において，金属を探知することができる装置

を用いて点検を行っている。 

なお，放射線管理区域の出入口において，放射性物質が持ち出

されていないことを設備により確認するとともに，使用済燃料の

輸送時には，計画された燃料のみが搬出されていることを確認し

ている。 

点検において不審と認められる場合には，直ちに関係機関等へ

連絡するとともに，不審物から離隔距離を取る等の必要な措置を

行うこととしている。 

 [実用炉規則第 91条第 2項第 8号] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

■記載表現の相違 

（女川に記載統一） 

 

 

 

 

 

 

 

■記載表現の相違 

（表現の統一） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大飯】 

■記載表現の相違 

（2.5 持込み確認に

郵便物等の点検に

ついて記載してお

り，具体的な核物

質防護情報は不要

と判断した） 
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2.5 不正アクセス行為の防止対策 

サイバーテロを含む不正アクセス行為を防止するため、人の不法

な侵入等の防止に必要な設備又は操作に係るシステムは、電気通信

回線を通じて妨害破壊行為等を受けることがないようにしている。 

 

 

具体的には、以下の対策等を実施している。 

１．外部インターネットとの直接接続を禁止するとともに、他

システムでデータ利用する場合は、専用の外部記憶媒体を使

用することで、エアギャップを介した接続とし、外部からの

侵入を防止している。 

２．点検・保守等に用いる機器は、事前にウイルスチェックを

実施している。 

３．システムの管理担当者及びシステムの点検・保守を行う請

負会社に対するセキュリティ対策の教育を実施している。 

４．調達先の管理として、セキュリティ対策の実施、機密保持

の義務化等を仕様書に記載して要求している。 

５．システムの関係者の遵守事項について、文書化している。 

６．システムに対する妨害破壊行為等が行われるおそれがあ

り、または行われた場合において、迅速かつ確実に対応でき

るように情報システムセキュリティ計画を定めている。 

なお、発電用原子炉施設に係る情報システムについては、設置

許可基準規則第 24条参照。 

 

 

2.6 不正アクセス行為（サイバーテロを含む。）への対応 

 不正アクセス行為（サイバーテロを含む。）に対しては，発電用

原子炉施設及び特定核燃料物質の防護のために必要な設備又は装置

の操作に係る情報システムが，電気通信回線を通じて妨害行為又は

破壊行為を受けることがないように，電気通信回線を通じた当該情

報システムに対する外部からのアクセスを遮断する措置を講じてい

る。 

 また，防護された区域内においても，施錠管理により当該情報シ

ステムへの不法な侵入を防止するとともに，許可されていない機器

（ノートＰＣ）等を当該情報システムへ接続させないように，関係

者以外のアクセスを防止する措置を講じている。さらに，当該情報

システムに対する妨害行為又は破壊行為が行われるおそれがある場

合又は行われた場合において，迅速かつ確実に対応できるように情

報システムセキュリティ計画を定めている。 

[実用炉規則第 91 条第 2項第 18 号，第 19 号] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．別添 

 別添 女川原子力発電所２号炉 運用，手順説明資料 

    発電所原子炉施設への人の不法な侵入等の防止 

 

 

2.6 不正アクセス行為（サイバーテロを含む。）への対応 

不正アクセス行為（サイバーテロを含む。）に対しては，発電用

原子炉施設及び特定核燃料物質の防護のために必要な設備又は装置

の操作に係る情報システムが，電気通信回線を通じて妨害行為又は

破壊行為を受けることがないように，電気通信回線を通じた当該情

報システムに対する外部からのアクセスを遮断する措置を講じてい

る。 

また，防護された区域内においても，施錠管理により当該情報シ

ステムへの不法な侵入を防止するとともに，許可されていない機器

（ノートＰＣ）等を当該情報システムへ接続させないように，関係

者以外のアクセスを防止する措置を講じている。さらに，当該情報

システムに対する妨害行為又は破壊行為が行われるおそれがある場

合又は行われた場合において，迅速かつ確実に対応できるように情

報システムセキュリティ計画を定めている。 

[実用炉規則第 91 条第 2項第 18 号，第 19 号] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．技術的能力説明資料 

 別添 泊発電所３号炉 技術的能力説明資料 

    発電所原子炉施設への人の不法な侵入等の防止 

 

 

【大飯】 

■記載表現の相違 

（女川に記載統一 

挙げている具体的

な対策例が異なる

が実施内容は同

様） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■記載表現の相違 

 他条文との記載の

横並び 

■設備名称の相違 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 差異理由 

 

別添 

 

 

 

大飯発電所３号炉及び４号炉 

 

技術的能力説明資料 

発電用原子炉施設への人の不法な侵入等の防止 

 

別添 

 

 

 

女川原子力発電所２号炉 

 

運用，手順説明資料 

発電用原子炉施設への人の不法な侵入等の防止 

 

別添 

 

 

 

泊発電所３号炉 

 

技術的能力説明資料 

発電用原子炉施設への人の不法な侵入等の防止 

 

 

 

 

 

■設備名称の相違 

 

■記載表現の相違 

 他条文との記載の

横並び 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 差異理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■記載表現の相違 

（大飯） 

（女川に記載統一） 
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赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

大飯発電所３／４号炉 女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 差異理由 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

■記載表現の相違 

（大飯） 

（女川に記載統一） 

 


